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平
成　

年
度
か
ら　

年
度
迄
の
「
中
期
財
政

１９

２２

見
通
し
」
が
作
成
さ
れ
た
が
、
①
こ
の
「
見
通

し
」
は
、
数
字
合
わ
せ
・
そ
の
場
し
の
ぎ
の
印

象
を
受
け
、
何
の
た
め
の
「
見
通
し
」
な
の
か

②
「
見
通
し
」
の
歳
入
・
歳
出
の
積
算
根
拠
を

示
す
べ
き
で
は
な
い
か
③
計
画
に
基
づ
い
た
行

政
執
行
の
必
要
性
か
ら
も
第
三
者
機
関
の
助
言

を
受
け
て
分
析
と
財
政
計
画
の
策
定
が
必
要
で

は
④
「
歳
入
の
確
保
」
に
は
、
地
域
経
済
の
活

性
化
策
を
重
要
視
し
た
方
策
が
必
要
な
ど
の

「
財
政
問
題
」
、
「
政
策
形
成
過
程
の
取
り
組

み
」
、
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
養
成
講
座
の
取
り

組
み
」
の
３
項
目
に
渡
っ
て
質
問
を
行
っ
た
。

□質
 
　

児
童
の
体
力
２
極
化
の
現
状
と
取
り
組
み
は
。

□答
 
　

子
ど
も
の
体
力
低
下
は
深
刻
な
問
題
、
児

　

童
生
徒
自
ら
が
運
動
へ
の
興
味
・
関
心
・
意

　

欲
を
高
め
る
教
育
活
動
を
通
し
て
指
導
の
充

　

実
に
努
め
る
。

□質
 
　

中
学
校
の
部
活
動
の
現
状
と
考
え
方
は　

□答
 
　

運
動
部
加
入
率　

％
、
部
活
動
は
学
校
生

５８

　

活
の
充
実
、
体
力
向
上
、
健
康
増
進
に
も
効

　

果
的
、
市
と
し
て
は
ス
ポ
ー
ツ
振
興
助
成
金

　

で
大
会
参
加
費
用
の
負
担
や
消
耗
品
の
購
入

　

費
負
担
な
ど
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を
支
援

　

し
て
い
く
。
計
画
の
推
進
に
は
体
協
、
財
団

　

学
校
そ
し
て
市
民
が
高
い
意
識
を
持
っ
て
連

　

携
協
力
、
そ
の
仕
掛
け
作
り
は
行
政
の
大
き

　

な
役
割
で
あ
る
。

□質
 
　

地
球
温
暖
化
対
策
を
、
市
民
や
教
育
現
場

　

で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
く
の
か
。　

　

「
も
っ
た
い
な
い
」
と
言
う
気
持
で
、
節
約

　

す
る
気
持
を
常
日
頃
持
つ
事
が
、
地
球
温
暖

　

化
対
策
の
意
識
づ
け
に
最
大
の
効
果
と
思
う

　

が
ど
う
考
え
る
か
。

□答
 
　

環
境
家
計
簿
を
よ
り
使
い
や
す
く
作
成
し

　

市
民
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
節
約
す
る
事
が
、
市

　

民
の
得
に
な
る
事
と
地
球
温
暖
化
対
策
に
貢

　

献
し
て
い
る
の
だ
と
言
う
意
識
づ
け
を
考
え

　

た
い
。
子
ど
も
た
ち
に
は
、
環
境
教
育
の
一

　

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て
い
る
状
況
に
あ
り

　

校
長
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

□質
 
　

公
費
に
よ
る
妊
産
婦
健
診
は
全
国
的
に
は

　
　

・
８
％
の
市
町
村
で
２
回
以
上
実
施
さ
れ

９６

　

て
お
り
ま
す
が
、
当
市
で
は
１
回
で
す
。
ぜ

　

ひ
公
費
に
よ
る
妊
産
婦
健
診
を
５
回
に
拡
充

　

す
べ
き
。
ま
た
、
妊
娠
・
出
産
の
安
全
性
の

　

確
保
の
た
め
に
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及

　

と
推
進
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
が
い
か

　

が
で
す
か
。

□答
 
　

妊
産
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
の
拡
大
つ

　

い
て
は
関
係
機
関
と
協
議
の
上
、
検
討
し
て

　

参
り
ま
す
。
マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
に
関
し
て

　

は
、
今
後
マ
ー
ク
の
周
知
を
図
り
母
子
手
帳

　

交
付
時
に
配
布
し
ま
す
。

□質
 
　

選
挙
は
い
う
ま
で
も
無
く
、
国
民
が
政
治

　

に
直
接
参
加
で
き
る
、
国
民
の
大
き
な
権
利

　

で
あ
り
、
議
会
制
民
主
主
義
の
根
幹
と
考
え

　

る
。
そ
の
選
挙
の
投
票
率
が
低
い
こ
と
は
た

　

い
へ
ん
残
念
な
こ
と
で
あ
り
、
投
票
率
向
上

　

の
た
め
に
。

　

①
期
日
前
投
票
所
の
増
設
②
宣
誓
書
の
事
前

　

記
入
が
出
来
る
よ
う
な
期
日
前
投
票
方
法
の

　

改
善
③
現
在
の
在
宅
投
票
制
度
基
準
で
は
対

　

象
と
な
ら
な
い
不
自
由
な
方
々
が
、
制
度
の

　

対
象
と
な
る
よ
う
な
取
り
組
み
は
で
き
な
い

　

の
か
。

□答
 
　

①
・
②
に
つ
い
て
は
、
西
胆
振
広
域
連
合

　

の
共
同
電
算
化
の
中
で
、
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

を
は
か
る
。
③
は
全
国
選
管
連
合
会
で
の
検

　

討
の
推
移
を
見
た
い
。

　

西
胆
振
広
域
合
併
に
つ
い
て
は
、
地
域
住
民

が
現
状
を
認
識
し
た
上
で
街
の
将
来
像
を
議
論

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
住
民
に

具
体
的
な
情
報
を
公
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

市
長
は
、
国
の
方
針
や
将
来
的
な
日
本
の
構

造
か
ら
合
併
し
な
け
れ
ば
自
治
体
運
営
が
厳
し

い
と
の
考
え
だ
が
、
道
州
制
、
支
庁
再
編
を
見

極
め
て
、
ま
ず
、
広
域
課
題
解
決
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
を
提
言
し
た
。
最
終
的
な
判
断

は
住
民
の
総
意
に
よ
る
と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
障
害
者
自
立
支
援
法
に
つ
い
て
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
弊
害
が
出
て
い
る
中
で
、
市
と
し

て
の
今
後
の
対
応
を
求
め
た
。
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地
球
温
暖
化
対
策
！
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今
後
の
行
財
政
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
本
計
画
に
つ
い
て
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マ
タ
ニ
テ
ィ
マ
ー
ク
の
普
及
と

　
　
　
　
　

妊
産
婦
健
診
の
拡
大
を
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投
票
率
向
上
の
た
め
に
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ス
ト
ッ
プ
、
ザ
合
併

4月の改選後初めての一般質問
新人議員全員を加えて12名の議員が
市民の声を背にして、質問に立つ！！


